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要 約

本研究の目的は、知的障害特別支援学校高等部を卒業した後の卒業生の居場所について、特に一

般企業（継続支援Ａ型事業所を含む）への就労に焦点を当てた就労率の向上に向けた取り組みから、

21世紀型の職業教育の在り方とその展開についてモデルを示し、その成果を県内の知的障害特別支

援学校へ提供することである。研究対象は、高知大学教育学部附属特別支援学校（以下本校）の作

業学習の事業所化に向けた取り組みとその展開例として、印刷作業と菓子工房を取り上げた。また、

一般就労に向けた取り組みとして、４月には継続移行支援Ｂ型事業所を希望していた生徒が９月の

実習を終えてから一般企業への就労を希望するようになった高等部３年生への取り組みや過去の一

般企業への就労率の変化から検証した。また、この検証から、21世紀型の職業教育の在り方とその

展開について考察した。生徒の指導・支援には、職務分析や課題分析、システマティック・インス

トラクション（以下Ｓ・Ｉ）を取り入れた。現場実習生の評価には、現場実習評価表（2014、本校

研究紀要22）を用いた。

キーワード：21世紀型 職業教育 課題分析 システマティック・インストラクション 作業学習

Ⅰ 問題と目的

2009年施行の特別支援学校学習指導要領や次期学習指導要領にも障害者の就労先の確保が示され

ており、一般就労に向けた取組が求められている。高知県教育委員会では、特別支援学校生徒の職

業能力・勤労意欲の向上、企業等の雇用促進を図ることを目的に、2016年度から技能検定を実施し

ている。また、高知県障害保健福祉課では、2017年度から清掃技術を活かした職への就労促進を目

的として、クリーンクルーマイスター取得訓練コースを創設するなど、障害者の就労に向けた取組

を進めている。

高知県の障害者の就労状況を見ると、高知労働局の集計結果では、2012年度から就労率は上がっ

ているとはいえ、求職希望申込件数に比べ就職件数は50％台を推移している。特別支援学校で見る
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と、2015年度の特別支援学校新卒者の就労率は23％と全国平均の28％を下回っている。知的障害特

別支援学校に限れば、2015年度の新卒者の就労率は、就労継続支援Ａ型事業所を含め29％となって

全国平均の31％に近づき、2016年度は一般企業への就労率は39％（Ａ型を含めると44％）となり、

全国平均の32％を上回った。産業別就職状況をみると、全国ではサービス職業従事者、運搬・清掃

等従事者、製造・加工従事者の順に安定しているが、高知県では菓子製造等食品加工以外の製造・

加工従事者の就労は落ち込み、サービス職業従事者に次いで、販売従事者、運搬・清掃等従事者に

就労傾向がある。本校卒業生の就労先を見ても、近年は同一職場で複数の職務が求められており、

就労先も多様化傾向にある。（表１）

2016年度に高知県教育委員会の実施した清掃の技能検定では、自在ぼうきを使った清掃検定の中

で、多くの受験者がクリアーできていない項目の中に、プロの清掃技能者が勘所としている細かな

動作の一つができないことからミスにつながっている項目があった。

近年の一般就労では、職場で求められる複数の職務に対応しなければならず、求められる動作（行

動単位）も複雑化している。このため、一般就労を目指す生徒には、職務遂行に求められる技能習

得と生徒個々に応じた支援が大きなテーマとなる。

本校では、これまで高知発達障害研究プロジェクトの中で、知的・発達障害者の就労問題に対し

て、大学や高知県、高知県教育委員会と協働して、高知県の実情にあった、障害特性に適した、雇

用の場の創出や職業教育の在り方とその展開に向けて研究を進めてきた。また、2014年度からは文

部科学省事業である「キャリア教育・就労支援等充実事業」の採択を受けて、企業や関係機関、高

知大学、高知県教育委員会と連携して、知的障害者の就労率向上を目指した「障害特性に応じた雇

用及び雇用に向けた作業学習研究」を進めてきた。これらの研究では、学校内にドイツ菓子を製造

する菓子工房をオープンして、日常的実践的に障害特性に応じた雇用や雇用に向けた作業学習研究

を進めた。また、キャリア教育・就労支援等充実事業では、高等部生徒の就労に向けて企業で求め
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表１ 本校卒業生の就労先の職務と主な活動内容の年度別比較



られている職務を分析（１日の仕事を「いつ」「どこで」「何を」するのかを時系列で大まかに整理）

して、職務遂行に必要な活動（動作）を課題分析して仕事の手順を細かな行動単位に分けて時系列

に並べ、手順表にしてもたせることで企業就労を目指した。（2016、本校研究紀要23）。

本研究では、これまでの研究で実証された成果をもとに、菓子工房で、ドイツの国家資格である

製菓製パンマイスターの資格を有しているドイツ人の熟練菓子製造技能者のドイツ菓子製造に関し

て、レシピには現れていないコツや勘所となる動作まで課題分析を行い、生徒にＳ・Ｉを用いた指

導を行うことで、熟練技能者の作るドイツ菓子と同等のドイツ菓子を作ることを目指す。また、こ

の手法を用いて、一般就労を目指している生徒に対して職務分析、課題分析、Ｓ・Ｉを用いた指導

により希望する企業への就労を目指す。印刷作業については、印刷作業の事業化に向けて考察する。

Ⅱ方法

１．対象：印刷作業、菓子工房、一般就労を目指した本校高等部生徒

２．調査期間：2014年から３年間

３．検証方法

アメリカで体系化され、我が国でも障害者職業センター等で、障害者の就労移行支援にたずさわっ

ているジョブコーチが、障害者が社会の中で働くことを支援するために「教える技術」として用い

ている「職務分析、課題分析、Ｓ・Ｉ」を作業学習における技能習得や、就労を希望する職場での

現場実習に用いる。本校では、課題分析、Ｓ・Ｉについては、2012年から掃除や手洗い、ものつく

り作業に取り入れ、「小学部から高等部まで系統性のある職業教育の在り方」研究紀要22（2014），

研究紀要23（2016）で報告した。

１）印刷作業では、印刷作業の事業所化に向けて印刷業に必要とされる職務と職務を遂行するため

の各工程、各工程を構成する各動作、動作を支えるために必要なスキルや知識について整理する。

整理には、厚生労働省の職業能力評価基準に掲載されている印刷業に基づいて、障害者職業総合

センター作成の就労移行支援のためのチェックリスト（2006）にあわせて基礎的スキルを細分化

する。生徒の技能習得に向けた指導は、メモ帳製作工程の課題分析、Ｓ・Ｉを用いた指導から生

徒の技能習得について考察する。

２）菓子工房での技能習得に向けた研究では、ドイツの製菓・製パンマイスターの資格を有する熟

練技能者が作るドイツ菓子の製造技能を課題分析して、生徒が使用できるものにまとめる。次に

Ｓ・Ｉを用いて現場実習生によるドイツ菓子製造を目指す。また、現場実習評価表を用いて、就

労を目指すために身に付けておきたい力の変容から、菓子工房で現場実習を行うことの効果を検

証する。

３）雇用率向上に向けては、一般就労を希望した生徒に対して、希望する職場で求められる職務を

分析、さらに職務遂行に必要な動作について課題分析を行い、Ｓ・Ｉを用いた指導と生徒の特性

に応じた支援を行うことで一般就労を目指す。評価は2014年度から3年間の一般企業への就労率

で行う。

Ⅲ 結果

１．印刷作業の事業化に向けた取り組み

(1) 印刷作業で育む基礎的スキル

就労移行支援のためのチェックリストを参考に、作業学習と関連していると思われるスキルを抜
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き出した（表２）。次に、印刷作業で身に付

くと思われるスキルを現場実習評価表の項

目にあわせて整理した。その中から身辺自

立に関わる項目を省き、新たにその他の項

目を加えた。そこには、本校の現場実習評

価表にはないが、印刷作業を事業所化する

ためには必要と思われるスキルを抽出した

（表３）。

(2) 基礎的スキルの細分化

厚生労働省の職業能力評価基準に掲載さ

れている印刷業に基づいてから基礎的スキ

ルを細分化した。一部を表４に示す。

(3) 印刷作業におけるスキルの習得と作業

効率の向上に関する検証

本校印刷作業で行っているメモ帳、名刺、一筆箋の製作について各製造工程毎に活動を時系列に

整理して、課題分析を行い各活動を行うための動作を明確にした。次にＳ・Ｉを用いて技能習得を

目指した。検証は、メモ帳作り15工程の第１段階であるミシン目を入れる活動に初めて取り組む自

閉症生徒に対して、用紙10枚を１セットとして１枚に２カ所ミシン目を入れる作業で検証した。１

セットが終わると５分間シュレッダーをかけて再びミシン目を入れる活動を１日（9:00〜14:30途

中給食・昼休み１時間）繰り返した。検証期間は201X年12月から２ヶ月間計６回行った。
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表２ 就労移行支援のためのチェックリストから抜粋

表３ 印刷作業で育む基礎的スキル

表４ 印刷作業で育む基礎的スキル ※項目の後の数字は小領域に含まれる関連項目数



回数を重ねる毎に支援度が低くなり得点が高

くなっているとともに所要時間が短縮され、作

業スピードが上がっている。このことから、課

題分析とＳ・Ｉを用いることでスキルの獲得と

活動の効率化が進んでいることが分かる。

(4) 印刷作業の事業所化について考察

視察を行った５事業所では、オリジナル商品の開発は少なく、同一企業内の印刷物や企業と提携

した商品の印刷に取り組んでいた。Ｆ大学の業務支援室では大学雇用の同大附属特別支援学校卒業

生が２名の指導員とともに同大学の印刷物を印刷していた。印刷作業として、育むことができる基

礎的スキルは他の職業種でも対応できるものであるが、事業所として運用するためには、扱う商品

（印刷物）をどうするか課題である。本校では、Ｆ大学を参考に高知大学の印刷物の受注印刷や大学

内不要印刷物のシュレッダーかけなど、本校の特徴を活かした独自の業務を探ることで事業所とし

て育つのではないかと考える。

２．菓子工房で行った現場実習生への指導からドイツ菓子製造に関する取り組み

菓子工房に関しては、先行研究として高知発達障害研究プロジェクト、文科省事業「キャリア教

育・就労支援等充実事業」及び本校研究紀要23（2016）で報告した。今回は、菓子工房を活用した

高等部１年女子の現場実習でのドイツ菓子製造に関する実践から、菓子工房の運用と今後の見通し

について考察する。

(1) ドイツ菓子製造に関しての取り組み

ドイツ菓子の製造について、マイスターの製造技法について課題分析を行い、201X年から３年間

かけて修正を加えた。次に、高等部生徒や新しく入った菓子工房のスタッフも分かりやすくするた

め、時系列に番号を振り、各動作を写真で示した（表５〜７に一部を表示）。

(2) 現場実習生に対してドイツ菓子製造にＳ・Ｉを用いて指導

実習期間は、201X年11月の３週間（延べ1４日）。対象は、現場実習に初めて取り組む高等部１年

生女子生徒。実習内容は、１週目は洗い物や拭き上げ、砂糖の計量等を行った。ドイツ菓子の製造

には２週目から加わり、①バニラキッフェルの成型と袋詰め（表６）。②ブルグンダープレッチェル

（幸福のパイ）の成型とコーティング（表７）。③アマンディーヌのクッキー生地の成型とクレーム

ダマンド入れ、アーモンド並べ、ナパージュ塗り、シート貼り（表８）を行った。
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図１ １日の評価点の推移

表５ 評価項目と評価点

図２ １セット仕上げに要した時間の平均値の推移



(3) 現場実習評価表から検証する

初めての現場実習を菓子工房で行った高等部１年女子生徒は、実習当初は身だしなみやあいさつ

など多くの項目が、「課題あり」や「ふつう」の評価が多く、評価得点に変動もあったが、後半から

「良い」が多くなっている。１週目後半からドイツ菓子の製造に関わるようになり、仕事への取りか

かりなどに変化から見られ、本人の意識の向上がうかがえた。２週目からは全ての項目で「良い」

の評価がつき、３週目では、仕事の内容や手順の評価が上がり「大変良い」の項目が出始めた（表

９）。
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表６ バニラキッフェル製造の課題分析から生徒とが取り組んだ箇所を抜粋

表７ ブルグンダープレッチェル（幸福のパイ）製造の課題分析から抜粋

表８ アマンディーヌ製造の課題分析から生徒が取り組んだ箇所を抜粋（10〜16、20）

図３ 25成形

図４ シーラーかけ

図5 幸福のパイ成型

図6 11型はめ

図7 ナバージュ塗り



実習当初に服装や言葉づかいなど細かなところまで丁寧に指導を行ったことと、直接ドイツ菓子

の製造に関わることで、本人がもっていた菓子製造に対する興味関心が意欲や向上心につながった

と考えられる。菓子成型スキルも向上し、成型を任せられるようになった２週目後半からは製造ス

タッフが他の製造工程にまわり、流れ作業で製造が進むようになり、注文にも対応できていた。こ

のことから、菓子工房の菓子製造に卒業生が加わるモデルや菓子工房での現場実習から就労につな

がる力を養成することが実証できたと考える。

(4) 現場実習生の菓子工房でのスキル習得から今後の見通しについて考察する

ドイツ菓子の製造指導は、バニラキッフェルの成型指導から始めた。指導当初は、製造スタッフ

が手本を見せて、一部手を添えながら一緒に行うことから始めた。時々言語指示はいるが、数回指

導を繰り返すことで成型ができるようになった。３週目には、ほとんど指示がなくても成型から焼

成後にグラニュー糖とバニラパウダーをまぶして、計量、袋詰め、シーラーかけまでの工程が行え

るようになった。菓子製造の課題分析により、生徒の特質に応じた指導可能な箇所を推定して、適

切な工程から指導に入ったこと、Ｓ・Ｉにより段階的に介入度を少なくしたことで短期間に成型か

ら商品化までできるようになった。このことから、生徒のスキル習得に向けた指導の見通しができ

た。本生徒は、現場実習中にブルグンダープレッチェルとアマンディーヌの成型もできるように

なった。

３．就労率向上に向けた取り組み

(3) 就労継続支援Ｂ型事業所への就

労を希望していた生徒の一般企業

へ就職に向けた事例から

高等部３年生の９月まではＢ型事

業所を希望していた生徒が９月に

行った４週間の一般企業での現場実

習終了後からその企業へ就職したい

という気持ちが高まり、11月に再度

同企業での現場実習に取り組んだ。

仕事内容も覚えて意欲的に職務に取

り組んだが就労にはつながらなかっ

た。その後、進路担当と就職支援

コーディネーターが同業種で別の職

場を新たに開拓して、翌年の１月か
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表９ 現場実習評価表を用いた評価

図8 現場実習中の評価の変容

表10 職務と職務に必要な活動内容



ら就職を前提として２週間の現場実習に取り組んだ。実習先では、ジョブコーチが一つ一つの職務

について課題分析を行い、進路担当や担任、ジョブコーチ、就職支援コーディネーターが連携して

Ｓ・Ｉを用いた指導に取り組んだ。表10に本人や指導担当者が確認するために掲示していた職務内

容と活動内容（ポイント）を記した表を示す。実習当初はこの表を使って、一つ一つ確認をしなが

ら職務をこなしていたが、前回同業種で行った現場実習が活かされて、職務の流れと活動内容を短

期間で覚えて取り組むことができた。現場実習期間中は同表を掲示していたが、表がなくても一人

で仕事が行えるようになり、その職場への就労につながった。就労後も確認のため同表は活用して

おり、職務が増える度にジョブコーチが修正を行っている。

(2) 卒業生の一般事業所への就労状況から考察する

本校卒業生の一般企業への就労率は、1973年度卒業生か

ら2009年度卒業生までは平均60％であったが、2010年度卒

業生からは一般就労が落ち込み、38％となった。2012年度

から職業教育の在り方に関する研究を始め、職務分析や課

題分析、Ｓ・Ｉを用いた指導、障害特性に応じた支援に取

り組み始めた。この頃から就労率が上がり、2016年度の卒業生は一般就労率が67％までになった。

一般就労については、生徒や保護者の就労意欲に左右されるが、職務分析、課題分析、Ｓ・Ｉを用

いた指導や手順表等による支援が就労に結びついたと考えられる。

Ⅳ 21世紀型の職業教育の在り方とその展開について考察

本校は従来、高知プラン（高知県教育委員会1959、西谷1973）を基にして「就労に求められる要

素」を身に付ける指導を行ってきた。2008年度から教育課程の根幹となるこの指導について検討課

題としていたが積み残してきた面があった。2010年度からの就労率低下について原因を確定するこ

とはできないが、就労に向けて多様な職務を求められる新たな時代と、そこに直面している生徒に

対応できる指導法の未確立が一面にあったのではないかと推定する。本校では、2012年度から職業

教育の在り方について、課題分析、Ｓ・Ｉを教育活動に取り入れた研究を進めてきた。本研究の結

果からも職務分析、課題分析、Ｓ・Ｉの導入の成果が立証された。自閉症を併せ有する知的障害の

生徒が増えていることや、多様な職務を求められるこれからの時代の職業教育を考えるとき、より

現実社会に即した学習の導入と指導法が重要となる。学習内容については、それぞれの学校や地域

に即したこれまで行われてきた内容の見直しが中心となるであろう。一方、指導法に関しては、生

徒のつまづきを細かく分析して段階を追ったち密な指導が求められる。本研究で検証した課題分

析、Ｓ・Ｉを用いた指導を各学習活動の中心に置くことで、生徒の実態を把握した、一人一人に応

じた、適時性のある、担当が代わっても生徒に対する統一された指導が可能となり、生徒の学習内

容の習得率が上がると想定できる。

職務分析、課題分析、Ｓ・Ｉを取り入れた、現実に即した学習の展開と指導法そのものが、これ

からの時代に即した、21世紀型の職業教育の在り方とその展開であると捉えている。
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